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第30条の４ （略）
２～10 （略）
11 都道府県は、第十八項の規定により当該都道府県の医療計画が公示された後に、厚生労働省令で定める病床を含む病院の開設の許可の
申請その他の政令で定める申請があつた場合においては、政令で定めるところにより算定した数を、政令で定める区域の第二項第十七号に
規定する基準病床数とみなして、当該申請に対する許可に係る事務を行うことができる。
12～18 （略）

関係法令、告示、通知等

第30条の32の２ 法第30条の４第11項に規定する厚生労働省令で定める病床は、次に掲げる病床とする。
一～五（略）
六 アルコールその他の薬物による中毒性精神疾患、老人性精神疾患、小児精神疾患その他厚生労働大臣の定める疾患に関し、特殊の診療
機能を有する病院の当該機能に係る病床
七～十四（略）
２ （略）

第五条の四 法第三十条の四第十一項に規定する政令で定める申請は、同項に規定する厚生労働省令で定める病床を含む病院の開設の許可
若しくは病院の病床数の増加若しくは病床の種別の変更の許可又は診療所の病床の設置の許可若しくは診療所の病床数の増加の許可の申請
とする。
２・３ （略）

○医療法（昭和23年法律第205号）（抄）

○医療法施行令（昭和23年政令第326号）（抄）

○医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50号）（抄）

○医療法施行規則第三十条の三十二の二第一項第六号に規定する疾患（平成10年3月27日厚生省告示第107号）

（略）
医療法施行規則(昭和二十三年厚生省令第五十号)第三十条の三十二第一項第六号に規定する疾患を次のように定める。
合併症を伴う精神疾患

○医療計画について（令和5年3月31日厚生労働省医政局長通知）

（略）
４ 基準病床数及び特定の病床等に係る特例等について
（１）～（６）（略）
（７）法第30条の４第９項から第12項までの規定による特例については、都道府県医療審議会に諮ること。（略）
（８）（略）


